
（別紙３）

～ 2025年　9月　15日

（対象者数） 50 （回答者数） 19

～ 2025年　8月　31日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

内容に応じて個室にご案内することでより深く状況を聞くこ

とが出来るように配慮する。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

人員の安定を本社と相談し、準備を円滑の進めることが出来

るようにする。

2

HUGなどのお知らせ機能や事業所内に案内を掲示することで

周知していく。

3

○従業者評価実施期間

○事業所名 コペルプラス北国分教室（児童発達支援）

○保護者評価実施期間
2025年　8月　15日

○保護者評価有効回答数

2025年　8月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　9月　29日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

ペアトレ等の保護者向けのイベントを開催できていない。 その他の必要業務や人員の不安定さから開催する機会が作れて

いなかった。

関係機関連携等の保育園や幼稚園との連携が可能であることが

周知しきれていない。

契約の際にはお伝えしている内容ではあるため都度周知をする

機会を設けていなかった。

アセスメントや支援計画作成の際には保護者との会話を大切に

し、その子にあった計画の作成を心掛けている。

しっかりと時間をとることが出来るように個室で話し合いをで

きるようにしている。

お子様の状況を保護者と共有させていただき、発達の状況や現

在の家庭での悩みを共通理解できている。

支援の現場を見てもらいながらご家族の話を聞くことが出来る

ように職員の配置をしている。

お子様が安心感をもって通うことのできる事業所作りが出来て

いる。

職員の出迎えや見送り、余暇の過ごし方など担当職員以外もお

子様と関わることができるように心掛けている。

事業所における自己評価総括表公表


